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東京生まれ。東京音楽大学指揮科に学ぶ。

第1回キリル・コンドラシン国際指揮者コン

クールに優勝し、国際的な活動を開始。

1991～95年ノールショピング響首席指揮者、

1991～ 2000年 日本フィル正指揮者、1997
～01年 回イヤル・リヴァプール・フィルハー

モニー管弦楽団首席客演指揮者、1998～

2000年 リンブルク響首席指揮者を歴任す

る傍らフランス国立管、ベルリン放送響、ウ

ィーン響、コンセルトヘボウ管、モントリオー

ル響、イスラエル・フィル、ロンドン響などに

定期的に客演。ノールショピング響とは

1994年 に「来日」公演を実現している。こ

の間、88年に日本フィルハーモニー交響楽

団定期演奏会“ ―ラーの《交響曲第6番》

を指揮し成功を収め、91～ 2000年 にはそ

の正指揮者をつとめて、96年 の欧州演奏

旅行を指揮したほか、R.シュトラウスの《英

雄の生涯》やハイドンの交響曲など、多く

の瑞々しく壮大な快演を残した。2006～ 08

年米国コロンバス響の音楽監督を務め、数 の々名演とともにDenonレーベルにはチャイ
コフスキーの録音を残し、その実力を内外に知らしめた。2007年夏にはサイトウ。キネン・

フェスティバル松本に招鴨され、ハイドンとラフマニノフのプログラムを指揮。2008年5月

には小澤征閣の代役で急選水戸室内管定期演奏会を指揮、聴衆、批評家からともに絶

賛された。オペラ指揮の分野でも1989、90年のシドニー歌劇場におけるヴェルディの《仮

面舞踏会》や《リゴレット》が高く評価されたのをはじめ、最近では藤原歌劇回公演《椿姫》、

関西二期会公演《フィガロの結婚》、日生劇場《後宮からの逃走》、Cu回な女狐の物語》
が記憶に新しい。また、多忙な指揮活動と並行して、母枝東京音楽大学教授としても後

遠の育成に情熱を注いでいる。2008年4月から京都市交響楽団第12代常任指揮者。

指揮         Ph°
tα G確9 Sttb

広 上 浮
―
(常任指揮者)

Conductor:
Junichi HiROKAMl(Chief conductor)

1976年チェコ生まれ。8歳よリホルンを学び、

89年よリプラハ音楽院でティルシャル氏に

師事、みるみるうちに頭角を現していつた。

94年、難関として知られるミュンヘン国際コ

ンクールで優勝、「美しく柔らかな音色」、「完

璧な演奏」、「ホルンの神童」と評されるなど、

世界の注目を集めた。以来、ヨーロッパ、ア

メリカなど各地で活発な濃奏活動を展開。

小澤、バレンボイム、レヴァインなどトップクラ

スの指揮者の信頼も厚く、これまでベルリン・

フィルはもちろん、ロンドン・フィル、チェコ・フ

ィル、ミュンヘン・フィル、ザルツブルク・モー

ツァルテウム管等と共演。その抜きん出たテ

クニックと若手ながら成熱した音楽が大きな

話題になっている。テレマン、ハイドンからモ
ーツァルト、R.シュトラウス、現代音楽まで幅

広いレパートリとを持ち、現在もさらにレパー

トリーを広げつつある。これまでチェコ・フィル、

ミュンヘン・フィル、バンベルク響のソロ・ホ

ルン舞者を歴任。その他にもサイトウ・キネン・

オーケストラ、水戸室内管をはじめとする世界のオーケストラにも参加。2003年からはベル

リン・フィルのソロ・ホルン奏者に就任。ソリストとしても、オーケストラとの共演、チェコ・フィ

ル時代の仲間を中心に結成した木管五重奏団アフラートウス・クインテットとして活動をはじ

め、エマニュエル・パユ、フランソワロルルー等の葉晴らしいソリスト達とともに室内楽活動も

続けている。バボラークの尊敬するホルン界の巨匠ヘルマン・バウマンは「彼の演奏は我々

を18世紀の祝祭的な雰囲気へと連れていってくれる。チャーミングで柔らかな音色はこの上

なく耳に心地よく響く。その演奏の繊細さと表現力の豊かさ1まホルンという楽器を最高に歌

わせ、その解釈は自然な力とナイーヴな索朴さを生み出す」と評している。現在の使用楽器

は、「アレキサンダー103」。

,

ホルン

ラデク・パボラーク
Horn:
Radek BABORAK

京宰ホルン費者

垣本 目芳 (首席)
Horn Player of K50:

兵庫県尼崎市出身。16歳よリホルンを始める。1996年、大

阪教育大学教育学部教養学科芸術専攻音楽コースを卒業。

在学中に、ソリストとして、R・シュトラウス作曲ホルン協奏曲

第1番を同大学オーケストラと共演する。1996年ヤマハ管

楽器新人演奏会に出演。1996年アジア・ユース・オーケスト

ラのコンサートツアーに参加。1999年1月、関西フィルハー

モニー管弦楽団に3・1番ホルン奏者として入団。同団を経

て20044月 、京都市交響楽団に首席ホルン奏者として入団。

現在に至る。これまでに、ホルンを野田室―・守山光三の両

氏に師事。早稲田摂陵高等学校吹奏楽コース、大阪国際

滝井高等学校吹奏楽コースのホルン非常勤講師。

Masayoshi KAKtMOTO(PttnCipaり

1992年大阪音楽大学卒業。1991年在学中に大阪シンフォ
ニカー交響楽団に入団。1992年 ドイツロ立アーヘン音楽

大学に入学。1994年同大学を最優秀で卒業後、同大学ソ

リストヨースに進む。在学中、同大学オーケストラ定期公演

でソリストを務める。またケルン市立歌劇場ギュルツェニヒ

管弦楽団の研ほ生として数々のオベラ公演に参加する。

1996年同コースを修了し帰国。ホルンを近藤望、デイビッド・

ブライアントの両氏に師事。現在、京都市支響楽団ホルン

奏者、滋賀県立石山高等学校音楽科非常勤講師、アーヘ

ナー水ルンカルテット、ジャパンブラスコレクション各メンバー。

京喜ネルン費者

澤8秀 目
ltoin Piayer of KSO:

Hideaki SAWASHlMA

兵庫県生まれ。13歳からホルンをはじめる。1990年相愛大学

音楽学部器楽学科管楽器専攻卒業。卒業後、大阪芸術大

学オーケストラ要員を務める。1991年12月京都市支響楽団

に入団。現在に至る。野田臣一、逢坂知訓、故・千葉馨の各

氏に師事。京響とホルン・コンチェルトで共演するほか、室内

楽等で活躍中。

京害ホルン費者

寺鷹 敬子
Horn Player of K50:
Keiko TERA0

京都市交響楽団
Kyoto SymphOny Orchestra

京都市交響楽団(京響)は、1956

年の創立以来、日本唯―の自治

体直営オーケストラとして「市民

文化の形成と青少年の情操の向

上、住民の福利の増進に資する」

という理念に基づいて、我が国を

代表するオーケストラとして成長を遂げてきた。06年には創立50周年を迎え、シェーンベ

ルク「グレの歌」京都初演、国内7都市へのコンサート・ツアーなどで成功をおさめた。また、

楽器講習会や音楽鑑賞教室、福祉施設への訪間演奏などにも積極的に取り組み、07年「第
25回京都府文化賞特別功労賞」「京都創造者大賞2007」受賞。08年4月からは、第12代

常任指揮者に広上淳―、京響初の機冠指揮者に大友直人が就任。09年は、学生からシエ

ア求で気軽にクラシック音楽に親しむことができる「スプリング・コンサート」、子どもだけで

なく大人にもぴつたりのオーケストラ入門シリーズ「オーケストラロディスカバリー」など新た

な企画で注目を集め、半世紀という節目を経て、「京響」は今、文化芸術都市・京都にふさ

わしい「世界に誇れるオーケストラ」を目指して更なる前進をはかつている。


